



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Weekly average number of moquitoes
長崎市内の牛舎に放ける故旗の季節的消長　Ⅰ．昭和2ケ年の成績　　　　　沌25
6月中旬から毎月上旬迄の問にだけ採集でき
たことは興味のあることである．特にネック
イイエカは既述したようたpipiensgroupの
4．，2％を占めていて〃　こ†れがかかる季節に於
二てのみ採集されたことは注意すべ亘ことでぁ
るが，とれらの関係については早計に結論は
下し得ない．　　　■
次忙アカイエカは4月16日に1個体を得たの
みで5月7日道は採集できなかったが，その
．筏次第に増加して，も月下旬から7月上旬に
出盛期の岡を作り以壊滅少して10月中旬迄消
動するがその数は非常に少ない，本種が減少
し始める頃からオオタロヤプカが多くなり始
め■るが，この両種は主とし七水肥滑に発生し，
両種に特有な性質と水肥溜の内容由の季節的
変化と忙伴って発生個体数が消長するものと
考えら一れる」長崎市内の丘陵，山呵には段々
‾畑が多く，耕して山頂に到ると評されている
が，その間に水肥漕が多数にあり，これらが
両種の好適発生水域になっていて，7月中旬
造はアカイエカを，それ以後はオオタロヤプ
カを発生せしめていることは特に注意を要す
ることである，オオタロヤプカは上に述べた
よう’にアカイエカの誠少する7月下旬噴かち
次第に増加し9月初，中旬に消動の山がみら
れ，10月15日に‘採集を打切る頃傭盛んに活動
を焼けていた．
薮蚊現の内ヒトスジシマ曳とシロカタヤプ
カとは僅かづつ採集されたがこれらの蚊は，
いづれも昼間吸血性のものであり，痍筆個体
数も少ないので季節的消長を諭することはで
きない，‥併しヤマトキブカは上述したようた
可成り採集され，第1図からも明らかをよ‥う
に本調査期間を通じて吸血活動を続けている
ととがわかる，本種の幼虫は々子ふら春にかけ
て特に3，4月頃は竹薮，基地に於で高令幼
虫が多数に発見されるが，成虫の活動も比較
的早く，5月下旬から6月下旬頃迄が盛んで
〃’
ある．キンイロヤプカは6月」二旬から・出始め
9月上旬迄活動しているが，7月下旬から8
月上向に消動が旺盛である．
一摘　　　　　　　　要
1〕著者等は1952年春から舐にかけて長崎
市内の山脚の一年舎で毎夜蚊の採集を行い，
1噸砧30個体を得た，砧04個体の唯成虫の円
シナハマダラカが27．7％で最も多く，次いで
オオタロヤプカが27．2％，コガタアカイエカ
が22．3％で，以上3種の蚊の合計は幡生件の
異に77％以上に当る．
2）　シナハマダラカ，エセシナハマダラカ，
チョウセンハマダラカ及びコガタアカイエカ，
シロハシイエア，セシロイキカ等・水田，湿
地或はこれに開運した水域に轟生すると思わ
れる蚊族の雌成虫の合計は仝雌成虫の60％に
も当るが，斯る発生水域は調査地附近には一
見，見当らなぃ㌧　この点については幼虫の根
本的な今後の調査が必要である．
3）長崎市内の段々畑に多数に作られてい
る水肥滑はアカイエカ（ネックイイエカを含
めて）とオオタロヤプカの好適発生地であつ
て，今回調査をした牛舎の附近150米以内に
も50個以上もの水肥鰭があったが〃　これが，
壊者の特に多い理由である．アカイエカは幼
虫が多発する剖庭は成虫が牛舎に集まらない
のは，本種が各戸毎吼設けられている鶏舎へ
集まるためではないかと思われ，牛舎では本
種（アカイエカ及びネッタイイエカ）の吸血
率が他種の蚊に比較して特に低いこともこれ
を裏書して高るように思う．
4）その他の蚊族は何れも採集個体数が少
ないが，ヤマトハマダラカが13個体採集され，
全部吸血Lていたことと，ヤマトヤプカが165
個体の円163個体が吸血してぉり，而も薄暮
或は夜間吸血性であらうと思われる成績を得
たことは興味のあることである．
5）シナハマダラカとコガタアカイエカと
は似た曲線を措いて消長しているが，前者は
6月に小山を作づているのに反して後者はヰ
IO細 大　利・下　垂～
月下旬に越年成虫の活動の山を描くが，共に
7月中旬には殆んど採集されす，下旬から8
月上旬忙闇著な山を作り8月中旬以後減少し
ている．これらの両種と同じように水田，湿
埠等に発生すると思われる他の数種の蚊の円，
エセシナハマダラカの活動は5月上旬に始ま一
り6，7月に最も旺盛であって8月以後は非
常に少なくなっている点多少消長の趣を異に
するが，チョウセンハマダラカ，シロハシイ
エカ，セシロイエカ等は大体に於て邑月以後
出盛期の山を作っている点は興味喋いところ
である．
6）アカイエカとオオタロヤプカとは調査
地点附近に多数にある水肥滑に主として発生
するが，前者は4月中旬から出始め6月中旬
から7月中旬にかけて山を作る．後者は5月
中旬から採集できるがその教は極めて少なく
前者が減少し始める項から多くなって9月に
山を作り10月も伺消動を続ける．この消長曲
線の交叉は，種に特有な性質と，主なる発生
水域である水肥滑の内容物の季節的変化とに
依って起るものであらう1
7）ネッタイイエカは　pipie耶grOup（ア
カイモカとネックイイエカとの合計〕の4．2％
を占め，而も6月中旬から8月中旬迄の比較
的高温時に於てのみ採集されていることは興
味のあることであるが，これらの関係につい
ては早急に結論は下し得ないものと思う1
8〕ヤマトハマダラカは調査期間を通じ問
歌的に撰集され，この成虫の出現の間隔は生
活環の間隔と平行しているのではないかと思
われる．
9　ヤマトヤプカは3，4月頃墓場や竹林
内で高令幼虫が多数に発見され，従って蚊族
中では最も早く活動を始める種類の一つであ
り，5月中旬から6月中旬に活動が最も旺盛
で魯る。その後10廿迄活動を続けるがその数
は僅少である．その他の種類の蚊は採集個体
†数が少ないので季節的消長を諭することはで
きない．
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